



























18 歳から 22 歳の平安女学院大学の学生 64 人に対し、表 1に示したアンケート調査を行った。調



























赤 黄赤 黄 黄緑 緑 青緑 青 青紫 紫 赤紫 黒 白 不明
●柄
無地 織り柄 プリント柄 その他（ ） 不明
●生地のタイプ
厚手のカーテン 薄手のカーテン レース その他（ ） 不明
●素材
綿 レーヨン アクリル ポリエステル その他（ ） 不明
③ どのくらいの頻度で洗濯を行いますか、近いものに○をつけてください。
週に 1回以上 月に 2回ほど 月に 1回ほど 2、3か月に 1回




破れたとき 色あせたり変色したとき 汚れたとき 飽きたとき
引っ越したとき 家具を替えたとき 好みのカーテンを見かけたとき
⑥ あなたが新しくカーテンを購入するとして、どのような点を重視して選びますか、下の a ～ i の中から 3つ
選び、順位をつけてください。
a．色 b．柄 c．生地のタイプ d．素材 e．遮光性 f．防炎性
g．ウオッシャブル性（洗えるかどうか） h．ブランド品 i．価格





とても 少し どちらでもない 少し とても
さらっとした しっとりした
かわいらしい 大 人 び た
あたたかい 涼 し い
やわらかい か た い
安 定 な 動きのある
田 舎 風 都 会 風
単 純 な 複 雑 な
理 知 的 情 熱 的
繊 細 な 大 胆 な
女 性 的 な 男 性 的 な
渋 い 華 や か な
伝 統 的 最 新 の
軽 い 重 い
穏 や か な 鋭 い





























色相 柄 生地のタイプ 素材
赤 22.6％ 無 地 40.4％ 厚 手 50.0％ 綿 25.5％
黄 赤 5.7％ 織 り 柄 31.6％ 薄 手 41.1％ レ ー ヨ ン 3.6％
黄 13.2％ プリント柄 26.3％ レ ー ス 5.4％ ア ク リ ル 0.0％
黄 緑 13.2％ そ の 他 1.8％ そ の 他 1.8％ ポリエステル 7.3％
緑 1.9％ 不 明 0.0％ 不 明 1.8％ そ の 他 3.6％












2、3 か月に 1回 5.3％
半年に 1回 17.5％



















































1 位 2 位 3 位
色 72.1％ 13.1％ 4.9％
柄 11.5％ 32.8％ 11.5％
生地 3.3％ 9.8％ 11.5％
素材 1.6％ 13.1％ 16.4％
遮光性 4.9％ 14.8％ 9.8％
防炎性 0.0％ 0.0％ 1.6％
ウオッシャブル 3.3％ 3.3％ 9.8％
ブランド品 0.0％ 0.0％ 0.0％
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Consumption Behavior and Image of Curtain
Hiroshi SAKAI
In this research, the consumption behavior towards curtains was investigated with the use of a
questionnaire, and the basic tendencies for consumption were clarified. In many cases, one set of two
curtains was installed, and many curtains were bought in warm colors. There was a tendency for the
consumers to ignore the kind of the material the curtains were made of. There were three reasons why
curtains were purchased : the“active”group, where people bought the curtains of their own volition,
the“quality”group, where people bought the curtains after the quality of the curtains they owned had
deteriorated, and the“moving”group where people bought the curtains passively when they moved
homes. Each group showed a characteristic tendency towards the item that was thought important when
they selected the curtains. They tended to choose curtains based on the following criteria :“city style”,
“colorful”, and“latest”although they tended to settle their choice based on curtains they felt were
relaxing and comforting.
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